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以
下
、
本
号
掲
戟
の
書
翰
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。
今
回
目
を
ひ
く
の
は
、
山
県
の
趣
味
に
関
す
る
記
述
、
山
県
の
二
度
目
の
洋
行
に
関
す
る
記
述
、
田
中
の
宮
内
次
官
在
任
中
の
政
治
問
題
に
関
す
る
記
述
、
そ
し
て
日
清
戦
争
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
二
四
番
譜
翰
（
年
代
不
明
一
二
月
一
○
日
付
）
と
二
七
番
書
翰
（
明
治
二
一
年
一
二
月
一
四
日
付
）
に
は
、
山
県
の
趣
味
で
あ
る
詩
作
、
す
な
わ
ち
漢
詩
の
創
作
に
関
する記述がある。
当
時
の
政
治
指
導
者
の
多
く
は
下
級
士
族
の
出
身
で
は
あ
っ
た
が
、
和
歌
や
漢
詩
を
作
り
、
ま
た
そ
れ
ら
を
鑑
賞
す
る
素
養
を
身
に
つ
け
て
は
い
た
。
そ
し
て
、
定
期
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
田
中
光
顕
宛
山
県
有
朋
書
翰
（
巻
之
一
一
一
～
巻
之
七
）
三
三
通（未完）である。
各
書
翰
の
冒
頭
に
付
さ
れ
た
番
号
（
算
用
数
字
）
は
、
前
号
記
載
の
も
の
か
ら
の
通
し
番
号
と
な
っ
て
お
り
、
田
中
光
顕
関
係
文
書
研
究
会
が
付
し
た
便
宜
的
な
も
の
である。
は
じ
め
に
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
三
）
こ
の
歌
は
、
明
治
一
○
年
西
南
戦
争
の
戦
陣
に
お
い
て
、
山
県
が
敬
愛
し
、
山
県
の
恩
人
で
も
あ
っ
た
西
郷
隆
盛
を
、
山
県
自
身
が
陸
軍
郷
そ
し
て
征
討
参
軍
と
し
て
追
い
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
辛
い
思
い
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
（
松
崎
哲
久
『
近
代
百
人
一
首
」
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
）
。
山
県
の
数
多
い
作
品
の
中
で
も
佳
品
と
い
え
よ
う
。
こ
の
他
、
日
露
戦
争
で
お
び
た
だ
し
い
数
の
兵
士
が
命
を
失
っ
的
に
親
し
い
仲
間
と
会
合
し
和
歌
や
漢
詩
を
作
り
、
互
い
に
批
評
し
合
っ
て
楽
し
む
趣
味
を
持
っ
て
い
た
。
山
県
の
趣
味
、
例
え
ば
詩
歌
の
創
作
、
替
画
骨
董
の
鑑
賞
、
庭
園
の
造
成
な
ど
に
つ
い
て
は
、
山
県
の
伝
記
で
あ
る
徳
富
蘇
峰
編
・
述
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
下
巻
（
原
書
房
、
明
治
百
年
史
叢
書
第
九
○
巻
、
一
九
六
九
年
）
に
詳
し
い
。
庭
園
に
関
し
て
は
、
前
号
に
お
い
て
山
県
邸
で
あ
る
椿
山
荘
に
言
及
し
た
の
で
、
想
像
の
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
山
県
の
和
歌
に
は
、
例
え
ば
、
次
の
様
な
作
品
が
あ
る
。
夢
の
世
と
お
も
ひ
す
て
に
し
ゆ
め
さ
め
て
お
き
と
こ
ろ
な
き
そ
の
お
も
ひ
か
な
長安
井岡
純昭
市男二
九
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た満州の地で歌った和歌にも、荒涼とした戦場の風景と亡くなった若者
たちを悼む佳品がある。こうした感傷は、政治過程や政策過程を通した
政治指導者分析に直接禅益するものではないが、政治指導者のいわば人
間としての原形質を知る上で欠かせない素材である。
二七番書翰（明治二一年一二月一四日付）から三一番書翰（明治二二
年
四
月
五
日
付
）
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
山
県
の
二
度
目
の
洋
行
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る。明
治
政
府
の
指
導
者
ら
が
欧
米
先
進
国
へ
の
視
察
旅
行
、
す
な
わ
ち
洋
行
を
強
く
望
ん
だ
こ
と
は
、
岩
倉
使
節
団
（
明
治
四
年
二
月
横
浜
解
撹
、
同
六
年
七
月
岩
倉
具
視
全
権
、
横
浜
帰
着
）
に
参
加
し
た
大
久
保
利
通
や
木
戸
孝
允
ら
の
例
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
そ
れ
ま
で
来
日
し
た
欧
米
先
進
国
の
人
々
や
文
献
の
翻
訳によって多くの知識を得てはいたが、何よりも実体験として欧米先進
国
の
あ
り
方
を
学
ぶ
機
会
を
求
め
て
い
た
。
そ
の
見
聞
は
、
そ
の
後
、
彼
ら
が
諸
政
策
を
推
進
す
る
際
に
、
自
信
と
確
償
の
裏
付
け
と
な
る
筈
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
ある。山県
の
妓
初
の
洋
行
は
、
幕
末
に
尚
杉
晋
作
ら
と
共
に
夢
見
た
欧
州
視
察
旅
行
案
が、明治時代に入ってようやく実現したものである。明治二年三月に長
崎を解績し、仏、英、白、独、露、蘭、米の各国を視察したのち、太平
洋
を
経
て
、
同
三
年
八
月
に
横
浜
に
帰
着
し
た
。
こ
の
洋
行
で
は
、
普
仏
戦
争
に
お
い
て
プ
ロ
シ
ア
の
軍
隊
の
意
気
上
が
る
様
子
を
印
象
深
く
心
に
留
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
二
度
目
の
洋
行
は
、
国
防
策
と
し
て
の
海
岸
砲
台
と
地
方
自
治
制
度
の
調査を主目的に行われた。山県を中心とする一行は明治二一年一二月に
横浜を解撹、翌二二年一○月に横浜に帰着した。山県は、当時、国内に
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
お
い
て
内
務
大
臣
と
し
て
府
県
、
郡
、
市
町
村
と
い
う
各
地
方
行
政
単
位
に
関
わ
る
地
方
自
治
制
度
の
法
案
作
り
に
一
区
切
り
を
つ
け
、
改
め
て
欧
米
各
国
の
実
態
調
査
を
行
い
、
諸
法
案
の
微
調
整
を
行
う
心
算
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
長
井
純
市
「
山
県
有
朋
と
地
方
自
治
制
度
確
立
事
業
ｌ
明
治
二
一
年
の
洋
行
を
中
心
と
し
て
Ｉ
」
、
『史学雑誌』第一○○巻第四号、一九九一年四月）。
山
県
有
朋
は
、
維
新
草
創
期
に
軍
事
制
度
の
創
設
に
尽
力
し
、
志
半
ば
で
鑓
れ
た
大
村
益
次
郎
の
後
継
者
で
あ
り
、
徴
兵
制
度
の
創
設
に
尽
力
し
た
人
物
と
し
て
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
地
方
自
治
制
度
の
創
設
者
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
今
日
、
明
治
国
家
の
地
方
自
治
制
度
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
官
治
的
で
あ
る
と
の
評
価
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
当
時
に
あ
っ
て
は
、
欧
米
先
進
国
の
制
度
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
り
、
国
内
に
も
官
治
性
が
緩
や
か
に
過
ぎ
、
急
進
的
に
過
ぎ
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
い
添
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
幕
末
に
欧
米
先
進
国
と
の
間
に
結
ば
れ
た
不
平
等
条
約
の
改
正
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
た
諸
法
制
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
地
方
自
治
制
度
は
貢
献
し
た
のである。
元来、長州閥の指導者は地方制度ないし地方経営には関心が高かった。
廃
藩
置
県
を
強
力
に
推
し
進
め
た
勢
力
が
長
州
閥
で
あ
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
地
方
経
営
は
、
強
力
な
権
限
を
握
っ
た
中
央
政
府
の
下
で
翻
弄
さ
れ
、
地
方
の
衰
微
を
招
く
結
果
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
嘆
き
、
そ
の
改
轡
策
を
強
く
訴
え
た
の
も
長
州
閥
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
心
人
物
は
、
木
戸
孝
允
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
は
廃
藩
置
県
と
い
う
中
央
集
権
策
を
進
め
た
の
ち
、
地
方
経
営
改
善の観点から、今度は地方分権策を摸索し始めたのである。明治八年に
初めて開催された地方官会議は、そうした地方経営改善のねらいをも有
○ 
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する施策であった。
明
治
一
○
年
、
西
南
戦
争
中
に
木
戸
が
病
死
す
る
と
、
翌
二
年
薩
摩
閥
の
領
袖
で
あ
る
大
久
保
利
通
の
主
導
の
下
に
、
い
わ
ゆ
る
三
新
法
（
郡
区
町
村
編
制
法
、
府
県
会
規
則
、
地
方
税
規
則
）
が
公
布
、
施
行
さ
れ
、
地
方
制
度
の
出
発
点
を
画
す
こ
と
と
な
っ
た
（
長
井
純
市
「
木
戸
孝
允
覚
書
」
、
『
法
政
史
学
」
第
五
○
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）
。
大
久
保
の
ね
ら
い
は
、
中
央
の
財
政
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
府
県
に
地
方
財
政
協
議
の
た
め
の
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翌
一
二
年
か
ら
各
府
県
に
お
い
て
発
足
し
た
地
方
議
会
に
相
当
す
る
府
会
、
県
会
は
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
自
由
民
権
運
動
の
活
動
家
ら
の
絶
好
の
活
動
舞
台
と
な
っ
た
。
府
会
、
県
会
で
は
、
制
限
選
挙
で
は
あ
っ
た
が
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
活
動
家
議
員
が
、
地
方
税
の
徴
収
方
法
お
よ
び
そ
の
支
出
方
法
を
め
ぐ
っ
て
、
府
知
事
や
県
令
を
批
判
し
、
さ
ら
に
政
府
批
判
に
及
ぶ
と
い
う
事
態
を
た
び
た
び
生
じ
さ
せ
た
。
ま
た
、
府
県
内
部
の
地
域
間
対
立
を
色
濃
く
反
映
す
る
場
面
を
現
出
さ
せ
た
。
そ
の
さ
な
か
、
参
事
院
議
長
で
あ
っ
た
伊
藤
博
文
が
憲
法
な
ど
立
懲
制
度
の
調
査
を
目
的
に
渡
欧
す
る
こ
と
と
な
り
、
山
県
が
伊
藤
に
代
わ
っ
て
参
事
院
議
長
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
（
明
治
一
五
年
一
二
月
～
同
一
六
年
一
二
月
）
。
参
事
院
は
、
府
会
、
県
会
で
の
紛
糾
や
対
立
点
を
辮
理
、
裁
定
す
る
機
関
で
も
あ
っ
た
た
め
に
、
山
県
は
、
こ
れ
を
機
に
、
本
格
的
に
地
方
制
度
改
革
問
題
に
関
心
を
よ
せ
、
自
ら
の
政
治
課
題
と
し
て
葱
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
早
く
も
明
治
一
六
年
に
は
内
務
卿
と
し
て
、
三
新
法
に
代
わ
る
地
方
自
治
制
度
の
包
括
的
法
案
作
り
に
着
手
し
た
（
長
井
純
市
「
山
県
有
朋
と
地
方
自
治
制
度
確
立
事
業
ｌ
参
事
院
議
長
就
任
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
『
法
政
史
学
』
第
四
五
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
。
廃
藩
瞳
県
以
来
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
、
集
権
か
ら
分
権
へ
、
そ
し
て
分
権
か
ら
自
治
へ
と
い
う
道
を
長
州
Ⅲ
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
三
）
山県の感慨、すなわち二度目の洋行で眼にした欧州先進国の発展振り
に
改
め
て
目
を
見
張
り
、
日
本
の
発
展
を
期
し
て
取
り
組
ん
だ
地
方
自
治
制
度
作
り
が、完成に至らずして老いを迎え始めているという感慨が表現されてい
る。言うまでもなく、当時、欧州先進国の繁栄と日本の現状との差は依
閥
は
歩
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
山
県
が
ね
ら
い
と
す
る
自
治
は
、
円
滑
な
行
政
運
営
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
府
会
や
県
会
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
活動家や政党員は、いたずらに地方議会を紛糾させるもの、そして場合
に
よ
っ
て
は
行
政
権
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
山
県
が
中
心
と
な
っ
て
作
ら
れ
た
地
方
自
治
制
度
に
対
し
て
は
官
治
的
と
い
う
評
価
が
下
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
四
三番書翰（明治二○年六月二二日付と推定）に記された府県債条例案は、
そ
う
し
た
作
業
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
長
井
純
市
「
山
県
有
朋
と
地
方
自
治
制
度
確
立
事
業
Ｉ
地
方
債
構
想
を
中
心
に
ｌ
」
『
日
本
歴
史
』
第
五
三
五
号
、
’九九二年一二月）。
なお、この洋行中、英国に滞在した際に、山県は地方自治制度創設へ
の
熱
意
を
七
言
絶
句
の
漢
詩
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た。
重
入
欧
州
感
慨
牽
燦
然
文
物
幾
千
年
半
生
事
業
未
全
遂
已
有
新
霜
到
鬚
辺
三
一
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然
と
し
て
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
山
県
の
地
方
自
治
制
度
作
り
は
、
そ
の
後
、
市
制
町
村
制
（
明
治
二
一
年
四
月
公
布
）
、
郡
制
（
明
治
二
三
年
五
月
公
布
）
、
府
県
制
（
同
上
）
と
い
う
一
連
の
法
律
と
な
っ
て
結
実
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
込
め
ら
れ
た
山
県
自
身
の
地
方
自
治
制
度
理
念
は
必
ず
し
も
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
結
局
、
帝
国
議
会
と
同
様
に
、
台
頭
す
る
政
党
勢
力
に
活
躍
の
舞
台
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
二
二
年
二
月
一
一
日
に
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
と
き
山
県
は
日
本
に
は
お
ら
ず
、
ベ
ル
リ
ン
で
懸
法
発
布
に
伴
う
祝
賀
式
典
の
模
様
を
伝
え
る
情
報
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
二
七
番
書
翰
は
、
近
況
を
報
告
す
る
と
共
に
、
そ
の
喜
び
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
博
文
と
山
県
有
朋
は
、
長
州
閥
の
政
治
指
導
者
と
し
て
競
合
者
の
関
係
に
あ
る
。
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
山
県
は
伊
藤
の
後
塵
を
拝
し
た
が
、
政
治
的
人
脈
の
形
成
と
い
う
点
で
、
山
県
は
伊
藤
を
遥
か
に
凌
い
だ
。
明
治
前
半
期
、
立
愈
国
家
の
形
成
過
程
に
お
け
る
政
策
達
成
、
ま
た
帝
国
議
会
開
設
後
の
議
会
運
営
と
い
う
点
で
、
山
県
は
伊
藤
に
譲
る
も
の
の
、
山
県
は
政
党
勢
力
に
批
判
的
な
官
僚
や
軍
人
ら
の
期
待
を
担
い
、
山
県
閥
あ
る
い
は
山
県
系
と
称
さ
れ
る
政
治
的
人
脈
を
形
成
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
れ
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
そ
う
し
た
政
治
的
人
脈
の
中
に
、
二
五
番
書
翰
（
年
代
不
明
一
○
月
一
一
日
付
）
に
記
述
さ
れ
た
古
沢
介
堂
、
す
な
わ
ち
古
沢
滋
（
旧
土
佐
藩
士
、
弘
化
四
年
～
明
治
四
四
年
）
と
い
う
人
物
が
い
る
。
古
沢
は
、
明
治
七
年
一
月
に
左
院
に
提
出された民選議院設立建白書に板垣退助ら下野した参議連と共に連署し
た元大蔵官僚であった。その後、官僚としての経歴を讃み重ね、山県と
の関係が深まった。古沢は、明治初期に英国に留学した経験を背景に、
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
外
国
の
新
聞
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
日
本
や
東
洋
関
係
の
記
事
を
日
本
語
に
翻
訳
しては山県に提供していた。欧米の言語に通じていない山県は、欧米語
の文献からの情報を古沢のような人々から得ていたのである。他にも古
沢
と
同
じ
よ
う
な
役
割
を
有
し
て
い
た
官
僚
や
軍
人
が
い
た
が
、
の
ち
に
山
県
の
伝
記を編纂した徳樹蘇岬のようなジャーナリストもそうした役割を有して
いたと思われる。国立国会図書館憲政資料室所蔵「山県有朋文書」の山
県宛徳富蘇峰書翰のうち、第一次世界大戦前後のものには米国大統領ウッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
政
治
姿
勢
に
対
す
る
蘇
岬
の
批
判
が
継
々
述
べ
ら
れ
て
い
る。な
お
、
今
回
の
山
県
書
翰
に
記
述
さ
れ
て
い
る
温
度
は
、
勿
論
、
華
氏
表
示
で
あ
る。「八拾二、三度」とはおおよそ摂氏二八度、「九拾度」とは同三一一度
ほどに相当する。
三
四
番
瞥
翰
（
明
治
二
九
年
九
月
一
六
日
付
）
お
よ
び
三
五
番
書
翰
（
明
治
二
九
年
二
月
一
三
日
付
）
は
、
い
ず
れ
も
第
二
次
松
方
正
義
内
閣
（
松
方
首
相
と
外
相
として入閣した大隈重信の姓の一文字ずつをとって松隈内閣と称されて
いる。明治二九年九月～明治三一年一月）に関するものである。
同
内
閣
は
、
薩
摩
閥
の
領
袖
の
一
人
で
あ
っ
た
松
方
の
方
針
に
よ
り
、
進
歩
党
（立憲改進党を中心に立憲革新党や大手倶楽部など対外硬勢力が結成し
た
政
党
）
の
事
実
上
の
党
首
で
あ
っ
た
大
隈
重
信
を
外
相
に
迎
え
、
い
わ
ば
藩
閥
と
政党との提携内閣となった。
三四番書翰は、天皇から松方への首班指名の事情を伝えるものである。
天皇の発言が記されていることも興味深いが、そうした発言が生々しく
田中宛の山県書翰に復元されて伝えられていることも、政治指導層の情
一一Ｃ
一
一
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報伝達という点から興味深く思われる。徳大寺実則侍従長が山県にもた
らした情報を田中に確認させようとしたものであろう。三五番書翰は、
二
十
六
世
紀
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
優
れ
た
研
究
成
果
が
あ
る
（
佐
々
木
隆
「
『
二
十
六
世
紀
』
事
件
と
藩
閥
」
、
『
新
聞
学
評
論
」
第
三
六
号
、
一
九
八
七
年
四
月
。
同
『
日
本
の
近
代
一
四
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
』
中央公論新社、一九九九年）。この事件は、大阪朝日新聞社が経営し、
高
橋
健
三
を
主
筆
と
す
る
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』
が
、
宮
内
大
臣
で
あ
っ
た
土
方
久
元
を
批
判
す
る
記
辮
を
褐
戦
し
、
そ
れ
を
新
聞
『
日
本
』
が
転
救
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
。
高
橋
健
三
は
松
隈
内
閣
の
内
閣
書
記
官
長
で
も
あ
り
、
そ
も
そ
も
同
内
閣
は
、
新
聞
紙
条
例
改
正
案
な
ど
言
論
抑
圧
的
と
さ
れ
た
法
律
の
緩
和
に
向
け
た
改
正
を条件に松方首相側と進歩党が提挽して成立したものであった。したがっ
て
、
そ
の
処
分
如
何
に
よ
っ
て
は
、
内
閣
が
破
裂
し
か
ね
な
い
危
険
性
を
孕
ん
で
い
た
。
い
っ
た
ん
松
方
首
相
は
、
両
紙
の
発
行
禁
止
処
分
や
発
行
停
止
処
分
な
ど
厳
重
な
処
分
を
回
避
し
、
官
吏
侮
辱
罪
と
し
て
事
を
収
め
よ
う
と
考
え
、
そ
の
案
を
土
方
宮
相
に
示
し
た
と
こ
ろ
、
土
方
宮
相
と
田
中
次
官
は
こ
れ
に
強
く
反
発
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
結
局
、
雑
誌
『
二
十
六
世
紀
』
は
発
行
禁
止
、
新
聞
『
日
本
』
は
発
行
停
止
と
い
う
厳
重
な
処
分
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
官
吏
侮
辱
罪
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
司
法
大
臣
清
浦
奎
吾
の
考
え
に
沿
っ
て
、
こ
れ
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
内
務
大
臣
樺
山
資
紀
は
、
松
隈
内
閣
に
反
抗
的
と
目
さ
れ
て
い
た
松
岡
康
毅
内
務
次
官
と
小
野
田
元
煕
警
保
局
長
を
更
迭
し
、
新
聞紙条例の改正を行いやすい環境作りを行った。こうして松隈内閣は、
迎
え
た
第
一
○
議
会
（
明
治
二
九
年
一
二
月
～
同
三
○
年
三
月
）
を
無
事
に
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
田
中
光
頭
関
係
文
書
紹
介
（
三
）
四
七
番
書
翰
（
明
治
二
八
年
五
月
一
四
日
付
と
推
定
）
か
ら
五
一
番
書
翰
（
明
治
二
七
一
○
月
一
三
日
付
）
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
日
清
戦
争
の
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
山
県
は
一
般
的
に
は
徴
兵
制
度
の
創
設
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
事
実
、
軍
制
お
よ
び
軍
政
に
は
終
生
大
き
な
発
言
力
を
有
し
た
。
し
か
し
、
こ
と
戦
争
指
導
と
い
う
点
で
は
、
辛
酸
を
縛
め
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
長
岡
城
の
攻
防
戦
で
の
失
敗
（
い
っ
た
ん
占
領
し
た
同
城
を
奥
羽
越
列
藩
同
盟
軍
に
奪
還
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
）
は
夙
に
有
名
で
あ
る
が
、
日
清
戦
争
に
お
け
る
前
線
か
ら
の
引
き
上
げ
も
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
公
表
さ
れ
た
理
由
は
体
調
不
良
で
あ
る
が
、
実
は
第
一
軍
司
令
官
と
し
て
作
戦
上
の
紛
議
を
生
じ
へ
そ
の
結
果
、
体
調
不
良
を
口
実
と
し
て
天
皇
か
ら
直
々
に
帰
国
命
令
が
下
さ
れ
、
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
のである。戦争中のことでもあり、山県の威信を傷つけない配噸もあり、
帰
国
後
、
山
県
は
監
軍
（
陸
軍
の
教
育
全
般
を
担
当
す
る
監
軍
部
の
長
官
。
監
軍
部
は
明
治
三
一
年
に
教
育
総
監
部
と
な
っ
た
）
に
任
じ
ら
れ
た
。
上
記
書
翰
は
戦
況
報
告
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
なお、四七番書翰（明治二八年五月一四日付）に記述されている松子
と
い
う
女
性
は
山
県
の
一
人
娘
で
あ
る
。
書
翰
に
よ
れ
ば
、
彼
女
は
そ
の
頃
、
大
本
営
が
置
か
れ
た
広
島
に
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
山
県
の
帰
国
問
題
と
関
わ
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
県
は
娘
が
世
人
の
噂
を
招
く
こ
とを避けようとしている。五一番書翰の同封書翰と見られるイザベルラ・
ジー・プリンスという女性が発した書翰（おそらく和訳であろう）には、
松
子
が
こ
の
女
性
か
ら
英
語
を
学
ん
で
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
松
子
は
、
山
県
系
官
僚
で
あ
っ
た
船
越
術
の
子
光
之
丞
と
結
婚
し
、
外
交
官
で
あ
っ
た
夫
に
従
っ
て長期にわたる海外生活を経験した。
一二
一￣
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か
っ
て
長
井
は
、
山
県
の
姻
戚
と
な
っ
た
船
越
術
の
ご
子
孫
の
お
宅
（
世
田
谷
区
在
住
）
を
訪
問
し
、
残
さ
れ
た
書
翰
な
ど
の
史
料
を
拝
見
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
、
貞
子
を
描
い
た
掛
け
軸
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
貞
子
は
、
山
県
家
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
々
に
暖
か
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
妓
後
に
、
凡
例
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う
。
史
料
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
の
凡
例
は
す
で
に
前
々
号
お
よ
び
前
号
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
史
料
中
の
句
読
点
は
田
中
光
顕
関
係
文
書
研
究
会
に
お
い
て
適
宜
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
段
落
の
設
定
も
、
同
様
で
あ
る
。
史
料
原
文
に
お
い
て
表
記
上
の
誤
り
な
ど
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
個
所
の
左
脇
に
マ
マ
と
付
し
、
原
文
通
り
の
表
記
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
書
翰
末
尾
に
付
し
た
注
記
事
項
の
内
、
封
筒
が
な
い
場
合
に
は
、
特
に
註
記
し
なかった。
な
お
、
本
号
で
紹
介
す
る
書
翰
史
料
は
、
安
岡
昭
男
（
名
誉
教
授
）
を
中
心
と
す
る田中光顕関係文書研究会の研究成果であるが、全体の正確性について
は最終的に目を通した長井純市が責任を負うものである。
傷
心
の
山
県
を
慰
め
た
と
思
わ
れ
る
女
性
が
も
う
一
人
い
る
。
吉
田
貞
子
と
い
う
女性である。山県は、妻友子を明治二六年に失った。その後、後添えと
し
て
、
入
籍
は
し
な
か
っ
た
が
、
新
橋
の
芸
者
で
あ
っ
た
老
松
を
迎
え
た
。
こ
の
老
松が貞子である。日清戦争に出征する五六歳の陸軍大将山県に対して、
一
九
歳
の
貞
子
は
、
次
の
様
な
歌
を
送
っ
て
い
る
（
松
崎
前
掲
轡
）
。
吹
く
笛
も
し
め
れ
る
ゆ
ふ
く
か
な
う
き
－
節
も
音
に
か
よ
ふ
ら
む
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
山県有朋書翰（その二）
「含雪公手簡巻之三」
以下、同巻所収の書翰。
即
明
治
（
）
年
３
月
ｕ
日
其
後
は
御
起
居
如
何
や
。
節
減
論
に
て
御
配
心
察
申
候
。
生
も
昨
夕
来
、
少
々
微
蒜
に
て
、
今
日
は
引
寵
り
擁
炉
申
候
。
御
閑
も
有
之
候
は
Ｌ
散
歩
労
御
投
杖
相
待
申
候
。
草
々
頓
首
三
月
十
四
日
椿
山
荘
主
芭
蕉
庵
主
人
坐
下
［封筒］表、田中将軍幕下、親展、裏、〆、椿山荘主。
2１ 旧明
治
（
）
年
２
月
田
日
今
朝
、
條
公
之
墓
参
相
成
候
は
Ｌ
、
御
同
伴
可
致
鳥
渡
御
立
寄
可
被
下
。
若
不
能
は
罷
出
可
申
と
存
候
。
草
々
頓
首
二
月
十
八
日
朝
青
山
老
兄
［封筒］表、田中老閣、内啓、裏、〆、有朋。
明
治
（
）
年
（
）
月
（
）
日
此中御面晤を得候翌朝松下罷越、曽而内願致候儀に付而は、渡辺子
椿
山
荘
主
三
四
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2２ 配明
治
（
）
年
３
月
Ⅳ
日
朝
来
約
束
之
来
客
三
、
四
人
有
之
候
に
付
、
今
朝
御
来
光
御
見
合
被
下
候
様
相
願候後、丁度十二字迄に及ひ、爾後、医師え約束いたし居候付、只今
目
外
出
致
候
。
就
而
は
明
朝
に
て
も
御
面
晤
相
願
度
、
御
都
合
申
試
候
。
草
々
不
尽
三
月
十
七
日
一
時
前
マ
マ
間を不妨。若△』）明朝
事
件
に
は
無
之
。
一
両
申
上
置
候
。
草
々
不
尽
七
月
三
夜
え
御
内
話
被
成
下
問
布
と
の
事
に
付
、
昨
日
既
に
内
話
型
す
、
彼
是
老
兄
杯
え
暴
論
相
試
候
様
に
も
被
察
候
付
、
》
猶、細纏面晤に譲可申候。草々。
［封筒］表、田中老兄、内啓、裏、鍼、有朋。
ヨ 明
治
（
）
年
７
月
３
日
今
日
は
久
し
ふ
り
、
蕉
庵
山
水
に
御
起
臥
可
被
成
と
察
申
候
故
に
、
今
晩
は
情
を
不
妨
。
若
も
明
朝
御
閑
暇
候
は
Ｌ
、
暫
時
得
面
晤
度
。
乍
去
さ
し
て
急
用
之
件
に
は
無
之
。
一
両
日
中
、
於
官
邸
面
会
を
得
候
共
、
何
も
さ
し
支
り
は
無
之
青
山
老
兄
坐
下
猶
、
今
日
も
殆
［封筒］表、田中賢台、親展、裏、鍼、有朋。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
三
）
今日も殆終日対客。
マ
マ
為
邦
家
と
由
矼
な
ら
敗
軍
之
将
は
甚
覚
疲
労
候
。
再
昨
日
既
に
内
話
致
置
候
旨
申
候
而
已
な
ら
も
被
察
候
付
、
老
生
は
叱
り
飛
し
置
候
。
椿
山
荘
主
妬
明
治
（
）
年
７
月
別
日
只
今
帰
宅
仕
候
。
御
閑
暇
に
候
は
ｈ
、
烏
渡
御
来
訪
被
下
度
候
。
草
々
頓
首
七
月
三
十
一
日
あ
明
治
（
）
年
Ⅲ
月
Ⅱ
日
古
沢
介
堂
来
談
。
御
閑
暇
に
候
は
皇
、
御
来
臨
相
待
申
候
。
草
々
頓
首
十
月
十
一
日
別
明
治
（
）
年
皿
月
皿
日
一
昨
日
は
態
と
御
来
訪
を
願
ひ
多
謝
。
其
節
御
依
頼
仕
候
杉
子
に
は
昨
朝
面
晤
。
何
事
も
無
さ
し
支
相
済
せ
安
念
仕
候
。
別
詩
稿
は
高
嶋
よ
り
差
送
り
候
に
付
、
供
清
覧
候
。
他
は
拝
光
に
残
し
候
。
草
々
頓
首
十
二
月
十
日
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
兄
坐
下
、
裏
、
〆
、
有
朋
。
芭
蕉
庵
主
人
坐
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
青
山
賢
台
、
親
展
、
裏
、
〆
、
有
朋
。
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
青
山
田
中
老
兄
、
内
啓
、
裏
、
鍼
、
椿
山
荘
主
朋
。椿
山
荘
主
椿
山
荘
主
＝ 
一
五 有
朋
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羽
明
治
（
皿
）
年
、
月
羽
日
「含雪公手簡巻之四」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
。
師
明
治
（
皿
）
年
皿
月
皿
日
一別後、御清寧奉遥賀候。出立之節は御見送り被成下恭多謝。其後、
神
戸
、
上
海
、
香
港
を
経
、
明
朝
は
柴
梶
え
到
着
之
筈
に
有
之
申
候
。
先
以
海
路
平
穏
、
格
別
之
風
浪
も
無
之
、
一
行
無
事
罷
居
叩
候
。
御
放
懐
被
下
度
侯
。
今
夕
安
南
海
之
行
路
に
て
、
船
室
八
拾
二
三
度
之
暑
気
に
有
之
候
。
明
日
、
柴
梶
着
船
と
上
は
九
拾
度
以
上
に
相
成
可
叩
。
反
之
来
京
は
日
々
寒
冷
に
趨
き
候
付
、
為
国
家
宝
躯
御
自
愛
所
祈
候
。
此
に
到
り
、
万
里
江
川
何
日
尽
之
旧
句
思
起
し
申
候
。
詩
は
更
に
出
来
不
申
一
笑
。
敬
白
十
二
月
十
四
日
午
後
五
時
安
南
海
上
に
て
認
含
雪
青
山
老
兄
尚
令
夫
人
え
可
然
御
一
声
素
仰
候
。
此
度
は
留
す
え
瞥
状
不
差
出
、
御
序
御
一
言
願
ひ
上
候
。
再
白
［
封
筒
］
表
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
、
裏
、
鍼
。
青
山
老
台
［封筒］表、芭蕉庵主人坐下、内啓、裏、絨、有朋。
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
椿
山
主
羽
明
治
（
犯
）
年
５
月
Ⅲ
日
新
緑
之
候
、
先
以
御
健
全
被
為
渉
遥
賀
之
至
に
候
。
数
回
之
芳
鰹
、
引
続
き
接
手
拝
披
恭
多
謝
。
先
日
は
勅
令
に
依
り
、
観
梅
之
御
遠
乗
有
之
候
由
壮
遊
不
堪
遠
察候。狐、
玉
詠
拝
吟
。
二
宮
生
等
と
打
寄
、
手
を
拍
妙
と
喚
申
候
。
巡
淋
中
は
歌
も
詩も無之、唯無風流のみに候。当地滞留中杯は、殊更相応に多事に有
老兄倍御清康遥賀之至に泰存候。
狐
、
暦
軸
殆
と
取
れ
、
御
多
忙
遥
察
に
不
堪
候
。
克
倫
部
よ
り
は
暑
さ
如
何
と
懸
念
罷
在
候
処
、
此
度
は
有
名
な
る
酷
熱
之
地
方
も
、
如
何
な
る
故
か
八
拾
度
位
に
て
意
外
に
涼
し
く
、
東
京
に
て
は
初
秋
の
候
に
均
し
く
、
誠
に
仕
合
申
候
。
乍
去
、
明
朝
亜
丁
若
港
之
上
は
、
如
何
可
有
之
歎
と
察
申
候
。
出
発
前
に
も
御
噺
仕
候
様
、
大
磯
別
荘
え
時
々
御
療
養
御
出
被
成
度
所
祈
候
。
当
年
も
一
夜
二
夜
と
相
成
、
宜
布
御
越
歳
。
余
事
改
陽
之
期
に
譲
り
可
申
候
。
草
々
頓
首
十
二
月
二
十
九
日
午
後
五
時
亜
刺
伯
洋
上
認
含
雪
芽
城
山
人
青
山
老
兄
坐
下
尚
、
春
畝
、
世
外
、
越
山
、
空
斉
、
欲
庵
、
三
好
、
烏
尾
、
滋
野
、
其
外
将
崩
中
え
も
、
御
出
会
之
節
、
御
一
声
所
願
候
。
令
夫
人
え
御
序
宜
布
奉
悌
候
。
再
白
十
二
月
二
十
九
日
亜
刺
伯
洋
上
認
有
川
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
田
中
少
将
殿
、
内
啓
、
裏
、
鍼
、
山
県
有
川
。
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釦
明
治
（
犯
）
年
１
月
弱
日
新
輔
敬
賀
。
先
以
御
揃
宜
布
御
超
歳
遥
賀
之
至
に
泰
存
候
。
小
生
等
は
紅
海
洋
上にて無事加年。御省慮可被下候。
扱
、
一
行
、
去
る
十
一
日
、
巴
里
府
安
着
。
早
速
欧
洲
巡
勝
之
目
的
可
相
達
、
夫
々
公
使
を
以
申
入
候
処
、
近
来
政
略
上
丼
に
軍
事
上
に
付
、
独
逸
主
義
之
傾
向
有
之
候
付
、
甚
困
窮
を
極
め
申
候
。
昨
今
、
漸
相
連
ひ
候
得
共
、
充
分
之
結
果
を
有
朋
青
山
芭
蕉
庵
主
坐
下
尚
、
令
夫
人
え
宜
布
御
致
意
。
執
え
も
別
書
不
呈
。
御
序
可
然
御
一
声
可
被
下
候
。
再
白
［封筒］表、田中将軍幕下、内展、裏、鍼、独逸之国別林府、山県
有朋。
段
相
変
候
儀
も
無
之
、
東
洋
は
如
何
や
。
内
閣
候
。
為
国
家
御
自
重
所
祈
候
。
草
々
頓
首
再
行
五
月
十
日
之候。老後之旅行、予想外御一笑可被下候。老馬鼈候由残念に候・平
佐之鹿毛は、次第に駿馬之色を頚し候由、伝言致候得は大に可歓と同
時に誇り顔を見可申杯申合打笑申候。留すは諸事御手数を煩し恐縮之
至
に
候
。
尚
、
御
気
を
被
付
候
様
願
ひ
上
候
。
小
淘
庵
え
皆
は
と
思
召
立
も
有
之
由
、
時
に
御
加
護
は
所
祈
候
。
小
生
も
此
十
五
、
六
日
比
よ
り
、
露
国
に
向
発
途
可
致
相
含
居
申
候
。
澳
国
を
巡
勝
之
後
、
当
地
に
再
ひ
帰
り
、
夫
よ
り
英
国
に
向
ひ、帰路米洲を経、帰朝之心算に有之候。千時欧洲目下之大勢は、別
段
相
変
候
儀
も
無
之
、
東
洋
は
如
何
や
。
内
閣
は
倍
々
多
事
な
ら
ん
と
不
堪
想
像
田中光顕関係文諜紹介（三）
皿
明
治
（
躯
）
年
４
月
５
日
桜
花
蝋
漫
之
候
、
先
以
両
兄
万
福
敬
賀
。
小
官
等
無
異
巡
勝
。
当
節
は
別
林
府
駐
在
、
巌
々
消
光
罷
在
候
。
乍
余
事
御
放
神
所
祈
候
。
｜
月
以
来
数
回
之
芳
翰
接
手
拝
披
。
日
夜
御
配
慰
不
堪
想
像
候
。
如
貴
諭
県
会
之
状
況
は
予
期
之
形
勢
に
不
立
到
、
其
甚
し
き
は
秋
田
、
石
川
、
福
井
、
三
県
を
除
之
外
、
意
外
に
相
纏
り
、
不
認
可
も
例
年
よ
り
少
な
き
は
又
意
外
之
事
に
候
。
就
中
、
秋
田
県
会
停
止
之
儀
、
高
按
拝
承
。
至
極
之
御
処
分
と
存
居
候
処
、
遂
に
於
内
閣
解
散
之
所
置
に
相
決
、
行
政
上
頗
寛
裕
之
裁
決
、
所
謂
一
青
山
老
兄
尚
、
令
夫
人
え
よ
ろ
し
く
御
一
声
可
被
下
候
。
千
時
郵
便
時
刻
に
さ
し
迫
居
、
乱毫御推読。
［
封
筒
］
表
、
日
本
東
京
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
、
裏
、
仏
国
巴
里
府
、
絨
、
山県有朋。
得
候
儀
は
六
つ
か
し
き
事
歎
と
察
申
候
。
寒
山
枯
木
之
景
況
、
御
憐
察
可
被
下
候
。
又
春
風
和
気
之
佳
境
も
可
有
之
と
あ
き
ら
め
日
一
日
を
送
り
申
候
。
扱
又
、
出
立
之
際
御
噺
し
有
之
候
シ
ャ
ツ
其
外
取
揃
、
此
度
原
書
記
官
之
帰
便
に
附
し
置
申
候
。
来
月
中
旬
比
の
出
途
と
申
事
に
御
座
候
。
御
気
に
叶
ひ
申
候
歎
如
何
や
と
察
し
候
得
共
、
当
地
流
行
と
て
小
生
之
申
分
は
仕
立
屋
町
人
不
申
、
丁
度
小
生
も
同
様
之
物
に
仕
立
さ
せ
申
候
。
御
笑
ひ
可
被
下
候
。
他
事
後
鴻
に
譲
。
時
下
御
自
重
為
国
家
所
祈
候
。
草
々
頓
首
一
月
二
十
五
日
巴
里
府
三
七 含
雪
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視同仁之御所侭と遠察仕候。
却説、二月十一日憲法発布に付、千載未曽有之大典挙行。空前絶後、
頗
る
旺
盛
を
極
め
た
る
景
況
、
実
に
御
同
慶
此
事
に
候
・
当
日
は
万
里
天
涯
よ
り
一杯を挙、陛下之万歳を祝ひ申候。
孤
、
小
官
巡
遊
中
、
一
二
上
下
両
院
会
議
之
形
況
よ
り
、
選
挙
之
法
方
を
目
盤
す
る
に
、
沈
着
老
成
之
論
議
は
勿
論
喝
采
を
不
得
、
急
諜
過
激
之
空
論
を
主
張
す
る
の
徒
は
、
漸
次
名
望
を
博
す
る
の
影
響
は
、
文
運
発
達
に
随
ひ
尚
一
歩
を
進
む
ろ
の
情
勢
也
。
各
国
歴
史
上
之
沿
革
よ
り
慣
習
を
異
に
し
、
一
般
に
諭
す
可
ら
さ
る
も
独
り
怪
む
。
欧
洲
文
明
之
今
日
に
於
て
、
自
由
政
治
家
は
陰
然
君
主
専
制
之
梢
神
を
養
成
し
、
王
党
家
は
反
而
自
由
主
義
を
説
、
互
に
極
端
に
走
り
、
行
政
之
権
力
は
之
を
中
央
に
集
撹
し
、
其
連
用
は
変
而
立
法
府
に
存
在
し
、
相
互
利
己
主
義
を
主
眼
し
、
其
間
一
国
損
害
は
不
可
勝
数
。
国
会
は
文
明
の
華
実
政
治
家
之
精
神
と
も
可
申
と
錐
、
其
弊
や
国
家
を
玩
弄
視
す
る
に
到
て
は
、
実
に
不
堪
慨
歎
候
。
目
下
我
国
之
形
勢
を
将
来
に
推
考
す
る
に
、
随
分
予
想
外
と
困
難
を
惹
起
し
可
申
候
。
今
よ
り
覚
悟
せ
さ
る
可
ら
す
と
察
申
候
。
此
上
な
が
ら
、
両
兄
に
於
て
百
般
之
準
備
、
細
思
熱
願
御
着
手
不
堪
希
望
候
。
青
山
老
兄
に
は
此
節
各
庁
経
費
取
調
委
員
御
拝
命
相
成
、
別
而
御
多
忙
遥
察
仕
候
。
乍
去
、
時
に
大
磯
辺
御
出
か
け
御
摂
養
所
祈
候
。
如
賀
論
、
仏
国
滞
留
中
は
、
丁
度
教
師
解
約
之
一
事
に
遭
遇
す
る
耳
な
ら
す
、
政
略
上
よ
り
も
幾
部
分
歎
影
響
を
及
し
候
情
況
は
先
便
外
務
え
向
申
進
置
候
付
、
御
聞
取
被
下
候
事
と
不
賛
候
。
千葉県銀行之事は、船越在勤中は厳重に始末致候様承り及候処、此
節大尻毛を出したる趣、党派之競争は孤々恐ろしきものに候。
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
越
山
兄
に
は
、
欧
洲
御
巡
勝
之
思
召
立
有
之
趣
、
何
に
も
帰
朝
之
上
、
委
曲
御
相談可申上候。林三介欧洲行相決、比日巴里到着之由、不遠当地にて
面
晤
に
可
接
。
尚
、
本
朝
之
近
況
承
悉
可
致
候
。
時
下
為
国
家
御
自
重
。
令
夫
人
え
可
然
御
致
声
奉
憾
候
。
草
々
頓
首
四
月
五
日
別
林
府
に
認
有
朋
越
山
老
台
青
山
老
台
机
下
尚、条約改正按も当政府は略決定之由、可賀事に付、松方大腕へ一
書
を
不
呈
、
可
然
御
致
意
所
願
候
。
伊
藤
、
井
上
、
山
田
、
其
他
諸
彦
え
も
御
序
宜
布
御
伝
声
可
被
下
候
。
再
白
貴翰中都門之光景目前に横りたるものは、相撲社会に頭角を顕した
る少年小錦の蛎也。数日之取組は悉勝利となり、唯無双なる大敵剛山
との取結は、満場立錐之地もなき大人にて、其日の触出し、実に勝敗
如何と刮目握腕花翰を読進めるに、容易に小錦の勝利となり、頗る壮
観を極めたる状況は、小生に於て些と遺憾に存候。
比日は満山之春色。墨水、上野辺、日夕御道遥春情如何と不堪想像
候。当地は草芽漸得生も、折ふしは雪も降、春めきたる風光に不到。
日夕は散歩之外無之、夜間は玻璃窓下に老書生之論理を談するの声、
時に鯛耳底に入のみにて、低唱浅酌はさておき、櫓太鼓の一節も酔夢
に不入御笑殺可被下。亜利伯ペシャ近情御報道を恭し、御序之節よろ
し
く
一
声
一
笑
を
煩
度
候
。
草
々
頓
首
＝ ￣
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「含雪公手簡巻之五」
以下、同巻所収の書翰。
3３ 釦明
治
（
）
年
ｎ
月
訓
日
先
刻
は
御
妨
仕
候
。
其
節
申
落
し
候
付
、
即
ち
別
翰
供
清
覧
候
。
唯
老
婆
心
之
極
は
人
之
笑
を
招
き
候
外
無
之
と
存
候
。
猶
御
一
考
願
ひ
上
候
。
乍
去
、
到
底
調
和
之
目
途
は
無
之
、
面
目
を
余
り
傷
す
様
致
さ
せ
度
候
。
是
よ
り
帝
国
ホ
テ
ル
に
立
寄
り
春
畝
と
談
合
之
上
、
直
に
大
磯
罷
越
候
付
、
如
例
留
守
中
可
然
御
頼
申
上
候
。
草
々
不
尽
十
二
月
三
十
一
日
有
朋
田
中
将
軍
幕
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
閣
、
坐
下
、
内
啓
、
裏
、
鍼
、
有
朋
。
（
）
（
）
年
７
月
肥
日
昨
日
は
駈
違
ひ
失
敬
仕
候
。
毎
度
恐
縮
に
候
得
と
も
、
今
朝
鳥
渡
御
来
訪
願
度
越
山
老
兄
青
山
老
兄
［封筒］
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
三
）
四
月
五
日表
、
日
本
東
京
、
越
山
芳
川
老
台
、
背
山
Ⅲ
中
老
台
、
親
展
機
密
、
裏
、
四
月
五
日
、
独
逸
国
、
別
林
、
鍼
、
山
県
有
朋
。
含
雪
弧
明
治
（
羽
）
年
９
月
咀
日
先
刻
者
御
来
訪
多
謝
。
扱
、
只
今
（
十
字
半
よ
り
）
勅
命
を
以
、
徳
大
寺
侍
従
長
来
訪
之
大
意
如
左
。
今
夕
七
時
比
、
松
方
伯
参
朝
拝
謁
之
上
、
僻
に
大
命
を
蒙
り
其
節
篤
と
熟
考
之
後、御請之有無可申上と申上置候処、何分至難之状況にて到底御請難
相
成
と
の
事
、
纏
々
上
申
せ
し
所
、
陛
下
に
於
て
は
猶
十
分
尽
力
可
致
旨
被
仰
聞
候
へ
と
も
、
兎
角
微
力
に
て
其
任
に
当
り
難
く
と
の
事
再
三
陳
情
せ
し
に
付
、
猶
黒田議長と篤と申談可申との仰を筆り退出せしとの事に候・其談話中、
陸軍大臣の後任は何人が然る可き歎と御尋有之しに、大山大臣の申所
にては川上、桂、高嶋之中にて可然との事なれは、高嶋にては如何可
有之歎と上申せし処、陛下には此際は陸軍大臣の後任は軍備拡充の事
業及ひ台湾出兵等の事有之、就而は参謀本部等と能協議をなし、陸軍
行
政
上
、
神
速
円
満
に
施
行
す
へ
き
者
な
ら
さ
れ
は
璽
要
の
職
務
は
困
難
な
ろ
へ
しとの仰ありしと之事也。
其他、御談話も有之趣なれとも重要之事項は前条之次第に候・細継
拝
青
に
護
。
草
々
不
一
。
九
月
十
六
夜
十
一
字
十
五
分
候。為其。草々頓首。
七
月
十
六
日
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
Ⅲ
中
老
台
、
親
展
、
裏
、
有
明
。
椿
山
荘
主
三
九
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3６ 躯明
治
（
羽
）
年
ｎ
月
週
日
都
門
之
風
光
一
報
之
華
墨
に
接
し
黍
多
謝
。
秋
晴
佳
期
之
節
、
倍
御
清
勝
欣
然
。
狐
、
先
日
は
政
務
調
査
委
員
副
総
裁
井
に
法
典
調
査
を
も
御
拝
命
、
別
而
御
繁
多
不
堪
想
察
候
。
千
時
、
廿
六
世
紀
雑
誌
之
一
事
被
仰
越
了
承
、
己
に
論
文
を
一
読
し
其
根
源
は
枢
要
之
地
蟠
踞
し
あ
る
を
想
察
せ
り
。
今
亦
貴
見
と
符
合
す
。
之
を
法
廷
に
争
ひ
難
く
は
懲
罰
之
手
段
を
不
可
不
取
と
存
候
。
仮
令
、
人
権
拡
張
之
政
策
の
方
針
を
取
と
雌
、
現
在
法
律
之
存
す
る
限
り
は
、
之
を
断
行
す
る
に
何
の
苦
慮
す
る
所
か
あ
る
。
断
然
決
行
せ
さ
れ
は
、
将
来
為
王
室
又
国
家
の
為
め
実
に
憂
慮
不
能
措
候
。
老
兄
以
為
如
何
。
白
根
之
病
気
、
干
今
快
方
に
不
立
到
、
甚
不
堪
懸
念
、
老
生
之
気
付
平
田
迄
申
適
し
置
候
。
被
仰
談
可
被
下
。
老
生
は
日
々
苔
蒼
紅
葉
之
間
を
道
遥
し
静
養
一
途
鵬
在
候
。
御
放
神
可
被
下
候
。
余
事
後
鴻
。
草
々
複
。
十
一
月
十
三
日
朝
京
都
無
隣
庵
主
（
）
（
）
年
、
月
肥
日
毎度恐縮に候へとも、
奎
堂
老
閣
坐
下
［封筒］表、
田
中
背
山
老
兄
密
啓
［封筒］表、田中賢台、内啓親展、裏、鍼、有朋。
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
田
中
青
山
老
台
、
親
展
急
啓
、
裏
、
鍼
、
椿
山
荘
主
。
鳥渡御来訪相願度奉存候。草々頓首。
椿
山
荘
主
朋
「含雪公手簡巻之六内閣書記官長時代」
訂
明
治
（
詔
）
年
４
月
犯
日
花
時
風
雨
多
遺
憾
無
限
。
昨
夕
も
為
相
伺
候
処
、
御
留
守
と
の
事
、
此
節
は
大
喪其他御繁多と察候。然処、御面晤致度如何之御都合に可有之哉。今
晩
御
閑
暇
に
候
は
私
、
参
堂
御
面
談
致
度
申
上
試
候
。
草
々
不
尽
。
四
月
二
十
二
日
椿
山
荘
主
青
山
芭
蕉
庵
主
人
坐
下
［封筒］表、背山老閣、親展、裏、鍼、有朋。
鉛
（
）
（
）
年
皿
月
泌
日
御清祥奉賀候。狐、勅瞥に付、柳御談致度儀有之候に付、寸時御来
訪可被下候。草々頓首。
十
二
月
二
十
五
日
青
山
老
兄
［封筒〕表、青山老兄、裏、〆、有朋。
田
中
老
兄
［封筒］表、田中少将殿、親展急、裏、〆、山県朋。
十
一
月
十
八
日
早
天
四
○有
朋有朋
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以下、同巻所収の書翰。
羽
明
治
（
）
年
２
月
１
日
付
山
県
有
肌
書
翰
御帰途御難渋察申候。夜来降雪為に殿山之風光一層奇観に有之候。
似
、
別
書
客
秋
太
政
大
臣
自
被
差
廻
一
関
を
遂
、
其
侭
今
日
迄
遷
延
に
打
過
申
候
に付、｜先老兄迄御返却仕置候。勿論、今日は別段入用之建議に無之、
且客春小生自之建議書中に地方関係之要領は相認、閣議を尽し法律之
改正等も相成候事故、此侭被差侭候て可然様察申候。他事拝光万魂。
側
明
治
（
卯
）
年
６
月
７
日
学
校
条
例
外
壱
通
検
印
之
上
致
返
却
候
。
此
条
例
者
最
要
至
急
候
者
に
付
、
早
速
御
発
表
相
成
候
様
御
配
慮
所
願
候
。
草
々
如
此
。
六
月
七
日
山
県
有
朋
勿々頓首。
田
中
書
記
官
長
殿
庵
嵐
参
潭
談
□
風
三
談
施
庵
神
中
空
通
上
岩
田
中
将
軍
幕
下
［封筒］表、田中内閣書記官長殿、親展、裏、山県朋。
二
月
一
日
田中光顕関係文書紹介（三）
有
朋
妃
明
治
（
Ⅲ
）
年
２
月
妬
日
昨
日
御
談
合
致
候
愛
媛
県
知
事
辞
表
弁
に
身
退
伺
ひ
之
理
由
書
共
差
出
候
付
、
御
落
手
之
上
総
理
大
臣
え
御
談
合
可
然
御
取
量
ひ
可
被
下
候
。
藤
村
知
事
之
後
任
マ
マ
は
別
書
白
根
書
記
官
え
申
出
候
間
、
高
知
県
知
事
交
迭
之
分
も
一
同
内
閣
え
御
差
出
可
被
下
候
。
余
事
拝
晤
を
期
し
可
申
候
。
草
々
如
此
。
二
月
二
十
五
日
虹
明
治
（
皿
）
年
２
月
２
日
付
山
県
有
朋
書
翰
過
日
来
内
話
承
居
候
様
法
制
局
長
官
え
井
上
図
書
頭
転
任
と
申
事
に
有
之
候
処
、
此節弥御決行相成候はｈ、勅任官一等には不仰付ては不都合と察申候。
一
昨
年
来
、
参
事
院
等
よ
り
元
老
院
其
外
え
転
任
之
振
合
も
不
有
之
に
付
、
篤
と
御
熟
慮
之
上
総
理
え
御
陳
弁
置
可
被
下
候
。
為
其
内
情
申
述
候
。
小
生
も
昨
日
来
風
気
に
て
未
臥
藤
中
執
筆
之
為
体
に
候
得
共
、
推
て
も
午
時
比
に
は
外
出
可
仕
相
含
居
候
。
細
纏
拝
育
に
譲
り
可
申
候
。
草
々
頓
首
。
二
月
二
日
田
中
書
記
官
長
殿
猶
、
理
由
書
は
内
閣
一
統
え
過
日
供
一
覧
候
付
、
内
閣
え
御
留
傲
可
被
下
候
。
再白。 田中
子
閣
下
［
封
筒
］
表
、
麹
町
元
園
丁
、
田
中
陸
軍
少
将
殿
、
親
展
急
啓
、
裏
、
固
、
山
県朋。
四
一 有
朋 有朋
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“
明
治
（
）
年
⑫
月
加
日
蛆
明
治
（
別
）
年
６
月
ｍ
日
御清康奉欣然候。狐、府県債条例弁水道敷設の目的を決定するの意
見響共、閣議に差出申候。御査収可被下候。井上には略談合致し侭申
候。勿論、府県債条例を今日発行するの儀に於而は、頗る議論可有之
事に候得共、如何せん各地方土木事業等之着手之今日にては別段好工
風も無之、且水道敷設及ひ改築之事業に付而も今日最必用不可欠もの
なれは執之途着手不致ては不相成に付、是又至急決定不致ては水道敷
設之事業も甚困難を生し申候。加之、連年悪疫流行に付而は、幾百千
人之生命に関する耳ならす幾百千万之財を散し、流行病之地方は不可
言禍害を蒙りし事は容易に判定相成候儀に有之候。速に閣議提出相成
候様御取量ひ可被下候。為其。草々如此。
六
月
二
十
二
日
有
朋
田
中
書
記
官
長
殿
［封筒］表、田中内閣悲記官長殿、親展、裏、鍼、有朋。
快晴所祈候。弧、御談合致度事件出来候付、今朝拙宅え寸時御来訪
可被下候。為其。早急如此。
有
朋
田
中
内
閣
書
記
官
長
殿
［封筒］表、田中内閣書記官長殿、親展内啓急、裏、鍼、山県朋。
十
二
月
二
十
日
朝
七
字
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
「含雪公手簡巻之七」
以下、同巻所収の書翰。
妬
明
治
（
旧
）
年
皿
月
泌
日
御
多
忙
察
申
候
。
擁
、
山
崎
太
政
官
兼
内
務
大
書
記
官
儀
、
明
日
御
用
召
に
有
之
候
趣
今
晩
承
及
ひ
候
処
如
何
之
都
合
に
有
之
候
哉
。
転
任
等
之
事
に
は
無
之
候
儀
と
は
存
候
得
共
、
為
念
及
御
問
合
候
。
乍
御
手
数
御
一
答
可
被
下
候
。
万
一
他
マ
マ
え
転
す
る
の
御
詮
儀
に
有
之
候
へ
は
、
暫
時
発
表
御
見
△
口
悩
可
被
下
侯
。
為
其
。
勿々如此。
十
二
月
二
十
三
夜
妬
明
治
（
肥
）
年
ｎ
月
ｎ
日
御清適奉欣然候。狐、小生沖縄行之儀に付、今日御示談可致相考失
念候付、明朝御出勤前、参堂拝晤之覚悟に候付、暫時御内居可被下候。
為
其
。
勿
々
頓
首
。
十
二
月
十
一
日
田
中
内
閣
書
記
官
長
殿
［
封
筒
］
表
、
田
中
内
閣
書
記
官
長
殿
、
親
展
急
啓
、
裏
、
山
県
朋
。
田
中
書
記
官
長
殿
［
封
筒
］
表
、
田
中
少
将
殿
、
親
展
、
裏
、
鍼
、
山
県
有
朋
。
四
二有
朋
有
朋
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幻
明
治
（
躯
）
年
５
月
ｕ
日
御無事御帰京之貨翰昨夕接手。倍御壮健遥賀之至に候。当地御滞留
中
は
種
々
高
話
拝
承
、
本
懐
不
過
之
候
。
其
節
及
御
依
頼
置
候
計
算
書
早
速
御
送
致
被
下
、
恭
一
覧
仕
候
。
老
生
留
守
中
、
総
而
御
指
揮
之
行
届
き
た
る
結
果
と
し
て
草
庵
造
築
は
全
く
老
兄
之
賜
と
深
謝
不
奮
候
。
扱
、
昨
日
巳
に
平
和
之
勅
詔
も
発
せ
ら
れ
、
総
督
府
も
来
る
十
六
日
、
旅
順
口
出
錨
に
相
決
し
、
二
十
一
、
二
日
比
に
は
京
都
到
着
な
ら
ん
と
察
申
候
。
就
而
は
二
十
五
、
六
日
比
に
は
多
分
御
発
錐に可相成欺と推測いたし候。勿論未御決定之事には無之候へとも、
無事泰平となりたる上は、大本営を当地に立置るへき必要は更に無之
事
に
候
・
故
に
松
子
等
之
上
京
は
一
先
見
合
候
方
可
然
と
存
候
。
此
辺
御
含
被
下
御駈引所願候。
天
下
太
平
と
な
れ
は
随
而
婦
人
女
子
之
談
話
続
々
惹
起
し
小
人
社
界
之
世
に
成
、
実に困難之事情不紗御推察可被下候。為国よりは身之為とも社界は老
生
等
之
生
息
す
へ
き
処
に
無
之
候
。
鳴
呼
。
時
下
御
自
重
為
国
家
所
祈
候
。
草
々
頓首。五
月
十
四
日
西
京
ホ
テ
ル
楼
上
に
て
芽
城
山
人
朋
青
山
田
中
老
兄
［封筒］表、東京小石川区関口台町二拾九番地、田中宮中顧問官殿、
親
展
急
啓
、
裏
、
絨
、
京
都
河
原
町
京
都
ホ
テ
ル
、
山
県
有
朋
。
蛆
明
治
（
”
）
年
８
月
別
日
今
日
大
本
営
自
之
報
告
供
御
一
覧
候
。
牙
山
之
勝
報
御
同
慶
。
義
州
街
道
よ
り
蛆
明
治
（
）
年
８
月
型
日
付
山
県
有
肌
書
翰
田中光顕関係文書紹介（三）
五、六千之兵京城に向て引返之報知も有之候へとも、先以放懐罷在候。
草々如此。
八
月
二
十
日
芽
城
山
人
芭
蕉
庵
主
人
坐
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、
親
展
、
裏
、
封
、
有
朋
。
［
同
封
］
明
治
（
”
）
年
８
月
３
日
付
有
栖
川
官
職
仁
参
謀
総
長
宛
大
島
義
昌
少
将
響
翰
八
月
三
日
午
前
九
時
四
十
分
発
同
同
十
一
時
四
十
分
着
信
濃
川
一
日
午
後
三
時
半
仁
川
発
、
唯
今
入
港
、
次
の
報
告
を
持
ち
来
る
。
在
釜
山
古
川
大
佐
（
取
次
）
七
月
三
十
一
日
午
前
九
時
十
分
七
原
発
、
二
十
九
日
朝
三
時
開
戦
、
激
戦
五
時
間
の
后
、
我
軍
全
勝
を
得
て
悉
く
成
歓
駅
の
敵
塁
を
抜
き
た
り
。
支
那
兵
二
千
八
百
余
人
に
し
て
死
傷
五
百
余
人
、
我
軍
の
死
傷
将
校
五
、
下
士
卒
約
七
十
名
。
敵
は
狼
狽
全
く
分
散
し
て
洪
州
の
方
向
に
潰
走
せ
り
。
蓋
し
群
山
附
近
よ
り
朝
鮮
船
に
乗
る
積
り
な
ら
ん
か
。
分
補
軍
旗
数
旗
、
大
砲
四
門
、
其
他
山
の
如
し
。
猶
、
追
撃
し
て
牙
山
の
根
拠
を
燕
へ
り
。
大
島
少
将
参
謀
総
長
四
＝ 
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卯
明
治
（
、
）
年
皿
月
陥
日
九月二十七日之尊翰今日落手被見候処、爾後御壮功之段、遥賀之至
に候・狐、国分宵涯之事、被仰聞了承。今朝電報を以、貴答致候様、
新聞紙之方を断絶候へは訳官に採用可致との事に内決致候。是は多分
他にも何歎事情有之候事柄等出来致し、将来名義を換候て事実新聞紙
報告者を相勤候者続々出来候ては不都合と申事に基き候筬に相見候。
労御含置可被下、老生目強而押付候様にては不可然、其意に任せ申候。
本日は晏州に一日滞留之日割にて殆と休暇同様故、不取敢賀答仕候。
不日義州城に到着可致一大決戦覚悟にて彼是多事に有之候。秋冷日に
迫り御自愛専祈之至に候・今日、当地之者に付天候取調候処、来月二
十日比には氷結可致との事に候・何にせ寒気漂烈には間連ひ無之、頻
に注意に付御放神是祈。草々頓首。
十
月
十
六
日
朝
鮮
国
晏
州
府
在
営
芽
城
山
人
有
朋
田
中
少
将
殿
幕
下
尚、令夫人え可然御一声可被下。留守えも無事之段御序御致意を願、
出軍之時機、略内決候に付、今朝御出務前、鳥渡草魔え御立寄相願
度候。草々頓首。
八
月
二
十
四
日
有
朋
青
山
将
軍
幕
下
［封筒］表、青山田中老台、親展、裏、鍼、椿山荘主人。
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
田
ｌ
ａ
明
治
師
年
ｎ
月
過
日
拝
啓
陳
者
大
城
戸
宗
重
と
申
す
仁
よ
り
別
紙
に
添
へ
合
綴
唐
本
一
冊
送
り
来
り
候処、憂国の情、言語の外に露はれ人をして感動に禁へざらしむろ者
あ
る
様
被
存
候
に
付
、
別
封
謝
状
相
認
め
さ
せ
差
出
し
候
。
同
人
は
予
て
御
承
知
の
様
御
話
有
之
候
様
記
臆
、
御
送
り
届
け
方
可
然
御
取
計
被
下
度
侯
。
又
、
前
便
封
入
す
る
こ
と
を
忘
れ
候
プ
リ
ン
ス
女
史
よ
り
の
手
書
も
別
紙
之
通
り
封
入
差
出
候
間
、
御
落
手
被
下
度
候
也
。
用
事
の
み
。
草
々
不
宣
。
十
月
十
三
日
芽
城
山
人
背
山
将
軍
虎
皮
下
尚
々
、
明
日
よ
り
は
愈
よ
北
進
之
都
合
に
致
候
。
［別紙］
マ
マ
一筆申上候。．…・・親しき松子嬢と私との楽しき間の関係は一時の事
にて、何時御分れ申候もはかられすと存し、去春以来覚悟いたし居候。
そ
れ
故
、
御
教
授
向
の
特
権
御
ま
か
せ
相
成
候
中
に
こ
そ
と
存
し
、
同
嬢
の
進
取
の
智
力
に
対
し
出
来
候
丈
の
教
育
を
怠
り
な
く
注
入
の
事
に
尽
力
い
た
し
候
・
斯
く
反
楓
教
授
い
た
し
候
穂
々
の
思
想
は
今
こ
そ
目
覚
し
き
事
も
な
く
か
く
れ
居
候
様
に
候
へ
と
も
、
い
つ
か
事
に
当
り
候
節
は
か
な
ら
す
思
ひ
出
し
て
有
用
の
時
も
こ
れ
あ
る
へ
く
候
。
此
教
育
の
徳
は
、
松
子
嬢
の
御
行
末
い
つ
ま
て
も
失
ふ
こ
と
且万事尊慮を煩し多謝。
［封筒］表、大日本東京宮内省にて、田中宮中顧問官殿、機密親展、
裏
、
鍼
、
朝
鮮
国
曇
州
在
営
、
山
県
有
朋
。
四
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あ
る
ま
し
く
と
存
候
。
同
嬢
は
い
つ
れ
他
家
へ
適
か
れ
候
事
と
存
候
ま
魁
、
せ
め
て
其
時
ま
て
御
世
話
申
上
度
と
希
望
い
た
し
候
。
私
か
同
嬢
の
御
身
の
た
め
を
お
もひ候真心は、父君は御別類、其他の人にはすこしも譲り申さず候・
貴君御承知之通り、私は巳に多年の間、松子嬢の心力発育の有様を親
し
く
見
来
り
侯
。
其
発
育
は
私
の
望
む
こ
と
く
速
に
は
あ
ら
さ
り
し
も
、
他
日
、
体
力
と
心
力
と
十
分
御
発
達
の
上
は
、
将
来
必
大
に
望
あ
る
こ
と
ｈ
存
候
。
い
ま
た
十
分
の
発
育
も
な
き
に
早
く
巳
に
新
な
る
種
々
の
責
任
を
お
は
れ
候
様
相
成
候
は
同
嬢
の
為
め
誠
に
遺
憾
に
存
し
候
・
し
か
し
な
か
ら
、
仰
の
こ
と
く
無
拠
事
に
て拠なき事に従ひ候は世の中の常とあきらめ候外無之と存し候・山県
伯閣下迄一筆相認め候間、乍御手数御反訳之上、御届け下さるへく候・
閣
下
御
出
発
前
不
得
拝
顔
、
遺
憾
に
堪
へ
す
候
。
乍
然
、
閣
下
を
凱
旋
陣
頭
に
歓
迎いたし候は遠にあらすと楽しみ居申候。貴君もよく御承知之通り、
私
共
は
平
時
に
も
戦
時
に
も
何
事
に
よ
ら
す
日
本
の
幸
福
を
い
の
り
居
候
。
殊
に
此
度
の
戦
争
に
は
友
人
の
多
数
、
朝
鮮
へ
出
陣
致
さ
れ
届
候
事
故
、
日
本
軍
の
安
否
に
関
す
る
新
聞
之
到
達
を
日
々
相
待
候
こ
と
一
方
な
ら
す
候
・
此
頃
大
勝
利
之
吉報を聞き欣喜之情に不塩候。乍然、此後万一の敗報も余儀なき事に
ママ
て其時は真心より国のために愛へ申へく候・
松
子
嬢
当
町
へ
御
帰
之
上
は
可
成
屡
々
訪
問
可
致
候
。
其
中
同
嬢
御
交
際
上
又
は
御
家
事
向
の
御
事
に
付
き
、
私
に
相
当
と
御
認
め
之
事
も
御
座
候
は
槌
、
ご
逮
慮
な
く
御
申
越
下
さ
ろ
へ
く
候
・
其
節
は
早
速
罷
出
可
申
候
。
交
際
社
会
に
御
出
な
さ
れ
候
に
は
、
幾
分
に
御
引
立
不
申
候
て
は
相
成
間
数
、
又
交
際
上
も
御
手
引
い
た
し
候
も
の
無
之
候
て
は
、
世
間
益
々
無
益
の
雑
談
を
の
み
好
み
侯
様
相
成
可
申
歎
と
懸
念
に
不
堪
候
。
英
語
修
業
は
此
事
に
関
し
て
大に利益有之候事にて、
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
三
）
Ⅲ
ｌ
ｂ
［
同
封
］
明
治
師
年
９
月
Ⅳ
日
付
山
県
有
川
宛
大
城
戸
宗
重
書
翰
慨
に
所
感
を
述
へ
一
書
を
郵
夫
に
附
し
て
之
を
闇
人
に
托
す
。
書
、
閣
下
の
尊
覧
を
潤
し
得
る
や
否
や
を
知
ら
す
と
雌
と
も
、
今
其
因
に
由
り
鄙
懐
を
左
右
に
奉
呈す。閣下
今
至
尊
之
重
命
を
奉
し
十
万
の
司
命
を
異
域
の
地
に
制
す
。
此
の
際
に
当
り
、
閣
下
心
中
の
苦
蝋
傍
人
の
想
到
し
得
る
所
に
あ
ら
さ
る
へ
し
。
前
日
陸
海
の
捷
報
、
我
地
に
達
す
る
や
、
国
民
上
下
一
気
相
和
し
喜
極
り
て
殆
ん
と
狂
す
る
も
の
Ｌ
如
し
。
実
に
我
帝
国
の
一
大
慶
事
と
謂
は
さ
ろ
へ
か
ら
す
。
是
二
千
年
来
聖
化
の
素
養
に
由
る
忠
胆
義
魂
一
死
以
て
海
岳
の
国
恩
に
報
し
奉
る
の
致
す
所
と
雌
と
も
、
蓋
し
又
、
閣
下
維
新
以
来
身
を
軍
職
に
寄
せ
ら
れ
し
軍
紀
戦
略
の
夙
に
熟
す
る
所
あ
り
。
且
、
閣
下
計
を
勝
敗
の
外
に
画
す
る
所
あ
る
に
あ
ら
さ
れ
は
、
鴬
に
能
く
征
清
の
偉
勲
を
数
月
の
間
に
収
む
る
こ
と
を
得
ん
平
。
然
れ
と
も
盛
名
の
下
必
す
重
責
を
存
し
大
巧
の
後
、
必
す
奇
窮
あ
り
。
小
民
の
情
、
軽
く
一
喜
一
憂
の
感
に
全
身
を
駆
ら
れ
、
脚
根
を
泥
裏
に
投
着
す
る
は
固
よ
り
其
常
の
み
、
独
り
怪
ひ
大
任
重
望
を
負
ふ
者
に
し
て
前
途
の
大
事
を
省
せ
す
、
唯
々
一
回
大
捷
の
一
ママ
此為め今日迄の処、幾分か通俗をはなれ候儀と存し…・・・
イ
サ
ベ
ル
ラ
ジ
ー
プ
リ
ン
ス
中
山
様
［封筒］表、日本東京宮内省、宮中顧問官、子爵田中光顕殿、親展、
裏
、
鍼
、
明
治
二
十
七
年
十
月
十
三
日
、
朝
鮮
国
順
安
に
於
て
、
山
県大将。
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
中
顧
問
殿
、
親
展
、
裏
、
鍼
、
晏
州
府
在
営
、
有
明
。
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喜
に
駆
り
立
て
ら
れ
家
居
客
に
対
し
太
白
を
拳
け
、
勝
敗
を
杯
盤
の
間
に
評
し
、
奉
天
以
西
千
里
の
地
席
捲
破
竹
、
終
期
を
待
た
す
し
て
、
其
功
収
む
へ
し
と
な
す
も
の
あ
り
。
鳴
呼
、
兵
の
大
事
を
論
す
る
軽
々
斯
の
如
し
。
何
ぞ
望
を
国
家
の
鴻
図
に
属
す
る
に
足
ら
ん
平
。
小
生
他
、
斯
の
如
き
談
を
耳
に
す
る
毎
に
益
々
閣
下
今日の心状を想起し、半夜疎然襟を正して青灯に対し沈吟黙座以て西
拝
す
ろ
も
の
其
幾
夜
な
る
を
知
ら
す
。
夫
れ
功
名
利
達
の
念
、
全
く
其
胸
間
を
脱
却
し
去
り
て
、
君
を
恩
ひ
国
に
報
す
る
情
、
愈
々
篤
き
を
加
ふ
る
も
の
は
如
今
独
り
之
を
閣
下
に
許
す
の
み
。
然
れ
と
も
閣
下
年
既
に
耳
順
に
近
し
、
年
老
し
て
報
国
の
情
篤
く
而
し
て
功
名
利
達
の
念
を
脱
す
る
も
の
は
其
生
を
摂
す
る
の
養
に
於
る蓋し闘如するものあり。閣下今日の一身は実に国家命脈の関する所、
決
し
て
三
十
年
前
壮
時
の
看
を
な
す
こ
と
な
か
る
へ
し
。
小
生
聞
く
、
身
苦
境
に
仕
り
て
其
心
を
労
す
る
も
の
は
労
其
身
に
及
ひ
気
血
病
を
結
ふ
に
至
る
と
。
此
の
際
、
宜
く
心
を
護
ふ
を
以
て
要
と
な
す
へ
し
。
依
て
小
生
蔵
書
中
よ
り
養
心
の
数
篇
を
乱
柚
し
割
愛
以
て
之
を
左
右
に
奉
贈
す
。
閣
下
軍
議
の
余
暇
、
灯
下
意
に
随
ふ
て
読
下
し
字
句
必
す
し
も
解
す
る
こ
と
を
要
せ
す
。
襟
懐
適
す
る
所
、
苦
境
楽
地
、
山
あ
り
水
あ
り
、
胸
中
酒
然
養
心
の
術
、
蓋
し
天
地
の
歓
と
倶
に
備
る
。
請
ふ
、
斯
の
書
を
以
て
夜
々
一
服
の
清
涼
散
に
当
て
ら
れ
ん
こ
と
を
。
古
英
雄
嘗
て
陣
中
に
在
る
の
日
、
仏
を
念
し
経
を
諭
す
ろ
も
の
あ
り
。
又
是
一
様
の
養
心
術
と
錐
も
、
仏
語
経
声
或
は
陣
外
士
気
の
喪
亡
を
来
す
の
恐
あ
り
。
小
生
今
、
閣
下
の
境
を
推
し
言
以
て
此
に
及
ふ
も
の
は
、
閣
下
一
日
の
延
命
は
即
国
家
一
日
の
拠
て
以て立てる所を知れはなり。敢て婆心の苦慮となして一笑に附するこ
となかるへし。夫れ戦略の事の如きは、自ら其人の在るあり。又何を
か言はん。唯、半熟の戦にして止み半熟の和にして終ることなきを期
文
学
部
紀
要
第
五
十
四
号
す。半熟の果、必す此に百年の病因を媒介するの種子を存するものあ
り。和すれは宜しく信厚以て其款を結ふへし。攻むれは宜しく長駆以
て其地を挙くへし。激進激退は最も事に害あり、此の行や歳月の長短
に関せす、国力を尽し以て最終の勝を占め得て終局の和を制すへし。
事若し半熟にして決し、再挙三挙を煩すの労を将来に遺さは気力財源
或は倶に挫折するに至るを恐ろ。伏して願くは此の際、閣下心を護ふ
て以て其身を健にし、内は内臣の利器を擁して制肘するの言を排し、
外は我帝国の光栄を海外に発揚せんことを期す。以上、述ふる所、皆
是倭人の観場以て槐偲の技を窺ふに足らすと雌とも、柳か鄙懐の存す
る所、若し一覧を賜は■何の幸か之に加へん。奉呈数篇装釘を施さす。
閣下海容の仁を垂れ、小人礼に閑はさるの罪を問ふことなかるへし。
他日、閣下凱歌師を班すの日、叩頭以て今日の罪を謝する所あらんと
欲
す
。
頓
首
々
々
再
拝
。
謹
白
す
。
明
治
二
十
七
年
九
月
二
十
七
日
大
城
戸
宗
重
山
県
大
将
閣
下
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